
平成28年度学校評価の結果について

北海道美深高等養護学校あいべつ校

１ 教職員アンケートの結果

（１）調査対象

教育職員（教諭 実習担任教諭 実習助手 養護教諭）２１名

行政職員（事務職員 非常勤公務補） ４名 計２５名

（２）回収率

教育職員 ２１／２１（１００％）

行政職員 ４／ ４（１００％） 計２５／２５（１００％）

（３）集計における留意点

行政職のため、教育に関する設問に回答できない項目があることから、教育職員のみの集計

も行った。

（４）設問項目からの分析

ア 評価の高い項目

肯定的回答（Ａ：十分である、Ｂ：おおむね十分である）が９０％を超えた項目

経営方針、安全指導（危機管理）、保護者対応（服務規律の遵守）、事務手続き

イ 評価の低い項目

肯定的回答（Ｃ：やや不十分である、Ｄ：不十分である）が比較的多い項目

教育課程、生徒指導、安全指導、進路指導、情報発信、連携、保護者対応（合意形成、

ＰＴＡ活動）

ウ わからないと回答した項目

経営方針、教育課程、生徒指導、進路指導、情報発信、連携、保護者対応（合意形成）

集計からの分析

● 学校教育目標や教育方針、経営方針の達成に向けて教育実践を行っている成果が表れた。

● 信頼される学校を目指して、教職員一人一人が服務規律の遵守を強く意識し、実践を行った

成果が表れた。

▲ 学校教育目標や教育方針の達成に向けて取り組んでいる、個別の指導計画及び個別の指導計

画の充実にむけて、Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａサイクルによる再点検行い、抽出された課題を次年度の

重点課題として取り組む。

▲ 特別支援教育の専門性を基盤とした個に応じた指導をはじめとした、教職員個々の専門性向

上に向けて、校内における実践研究の充実に加え、校外における研修会等へ計画的かつ積極

的にに職員を派遣し、研修内容の還流を行う。

▲ 昨年度に引き続き、教育方針や教育内容について積極的な発信に努める。

▲ 進路関係の情報の発信や共有、生徒の進路実現に向けたシステムや取組方法の再構築を図る。

▲ 保護者との合意形成の確立に向けた、教員の専門性についての研修を積極的にすすめる。



２ 保護者アンケートの結果

（１）調査対象

保護者 ４３名

（２）回収率

保護者 ３８／４３（８８％）

（３）設問項目からの分析

ア 評価の高い項目

肯定的回答（Ａ：十分である、Ｂ：おおむね十分である）が９０％を超えた項目

教育方針、教育課程（個別の教育支援計画、個別の指導計画、個に応じた授業）、

生徒指導（適切な指導、信頼関係）、安全指導、保護者対応（相談、適切な態度）

イ 評価の低い項目

否定的回答（Ｃ：やや不十分である、Ｄ：不十分である）が比較的多い項目

生徒指導（共通理解）、進路指導（情報提供）、保護者対応（ＰＴＡ活動、情報伝達）、

事務手続き

ウ わからないと回答した項目

教育課程（個に応じた授業）、生徒指導（適切な指導）、安全指導（安全対策）、

情報発信（ホームページや学校便り）、保護者対応（適切な態度）、事務手続き

集計からの分析

● ２７年度に引き続き、保護者との対応時の服装や態度について、高い評価を得た。

● 保護者への適切な情報提供や説明（教育内容、個別の教育支援計画、個別の指導計画等）に

よって、相談における満足度の向上につながった。

● 生徒との信頼関係に基づいた生徒指導について適切に行われていると評価された。

● 事故防止に向けた安全対策や施設・設備により、安全・安心な学校生活を送ることができて

いると評価された。

▲ 卒業後の進路につながるための情報を、効率的に提供できうるシステムの構築を図るととも

に、より実践的な研修会を開催することを検討する。

▲ 将来の自立や社会参加に向け、生徒個々の障がい特性に応じた、より実践的授業への期待の

大きいことが明らかとなった。

▲ 多くの保護者が参加でき組織が活性化するＰＴＡ活動について検討する。



３ 教職員アンケートと保護者アンケートの比較の結果

（１）教職員の評価が高く保護者の評価が低い項目

保護者対応(情報の伝達）92%：87%

事務手続き 92%：87%

（２）保護者の評価が高く教職員の評価が低い項目

教育課程（個別の教育支援計画）90%：80%、教育課程（個別の指導計画）90%：84%

教育課程（個に応じた授業）90%：68%、生徒指導（適切な態度）92%：76%

生徒指導（信頼関係）90%：88%、安全指導（施設・設備整備）97%：84%

情報発信 90%：84% 連携 95%：84%

（３）教職員、保護者ともに評価が高い項目

経営方針 92%：90%、安全指導（危機管理）96%：90%

保護者対応（適切な言葉遣いや態度等）96%：92%

（４）教職員、保護者ともに評価が低い項目

生徒指導（共通理解）80%：82%、進路指導（情報提供）84%：79%

保護者対応（ＰＴＡ活動）80%：87%

自由記述と集計からの分析

■ 保護者対応（ＰＴＡ活動の充実）について

・行事（体育祭、学校祭など）において、保護者がより主体的に活動できる内容を設定する。

・従来より実施している懇親会や学習会の他に、卒業生の保護者による講話等、より活発な情

報収集及び交流促進が図られるような場面を設定する。

■ 安全指導（危機管理）について

・生徒指導や生徒対応について、職員間での共通理解を十分に図り、即応的に対応できうる指

導体制を検討する。

■ 情報発信、保護者対応について

・より丁寧な保護者対応に努める。

・できうる限り平易な表現を用い、保護者にとって分かりやすい内容の文書作成に取り組む。

■ 進路指導

・進路先決定までの取組内容および、卒業後の生活についての具体的な道筋を、生徒や保護者

にとって理解しやすい方法で説明する。



４ 生徒アンケートの結果

（１）調査対象

生 徒 ４３名

（２）回収率

生 徒 ４０／４３（９３％）

（４）設問項目からの分析

ア 評価の高い項目

「はい」が９０％を超えた項目

生徒指導（社会でのルールやマナー）

イ 評価の低い項目

「はい」が９０％を下回った項目

自己有用感（６０％）進路指導（６８％）、信頼関係（７５％）、

友人関係、学習指導（７８％）、困り感、満足度、相談体制、学習の内容、自己有用感

ウ わからないとの回答が１０％を上回った項目

自己有用感（３０％）、進路指導（２５％）、学習指導（２０％）

信頼関係、満足度、困り感、相談体制、学習の内容、友人関係、生徒指導

集計からの分析

● 生徒指導について、昨年度に引き続き、社会人になるために必要な力についての指導を徹底

して行っていることが生徒にも伝わってためだと考える。

▲ 友人関係、自己有用感については、ともに対人関係の希薄さ、自己理解、他者理解に課題の

あることが要因だと考えられる。生徒同士で互いのよさを伝え合う場面や、周りの人から感

謝される場面を多く設定する必要がある。

▲ 進路指導について、昨年に引き続き、卒業生がいないことから具体的な進路状況が見えず、

まだ先のこととして捉えているための回答と思われる。

▲ 信頼関係については、生徒自身で指導される内容を素直に受けとめられていない、または生

徒個々の特性に応じた適切な指導がなされていないことが要因とと考える。

自由記述と集計からの分析による取り組み

■ 対人関係に対して不安に感じているという記述があった。「友人関係」「自己有用感」につい

ての分析同様に、対人関係の希薄さ、自己理解、他者理解に関わる指導の充実を図る必要が

ある。

■ 部活動の充実に関わる記述があった。今年度は生徒のニーズから運動系の部活動を増やし、

各種大会に向けて土日等活動を取り入れてきた。今後も生徒のニーズを十分に把握し、可能

な活動、種目、練習日程等について検討していく。

■ 生徒会役員改選の時期について学校祭近辺にしてはどうかとの記述があった。時期について

は、分掌内でも検討中なので、生徒の意見として参考にしたい。


